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 　　　　　　事業の概要について

　平成25年度 飯田国道事務所関係

平成25年度事業の概要が決まりまし
たので、お知らせします。

飯田国道事務所からのお知らせ

地域と連携した

緑の道づくり

国土交通省 中部地方整備局

飯田国道事務所

〒３９５－００２４
長野県飯田市東栄町３３５０番地

電 話 (0265) 53-7200（代表）
ファックス (0265) 53-7210

Ｅ-メール iikoku@cbr.mlit.go.jp



平成２５年５月

国土交通省中部地方整備局

飯田国道事務所

三遠南信自動車道 飯喬道路 国道１９号 桟改良

国道１５３号 伊南バイパス
国道１９号 交通安全事業(交差点改良)

塩尻市



１．事務所の概要

○事務所管内の特色

※国道１９号、１５３号（権限代行区間含む）、４７４号

○事務所のあゆみ

○事務所の組織

○事務所の職員数

国土交通事務官 名

国土交通技官 名

合計 名 （平成25年4月現在）

工務課

国道19号における工事監督、維持管理に関する業務

52

1

道路の調査設計及び事業計画に関する業務

請願工事、道路の占用、特殊車両の通行許可、通行規制等に関する業務、
防災、危機管理

木曽維持出張所

32

品質確保課
(南信品質確保センター内)

飯田維持出張所

道路維持修繕関係及び交通安全事業の工事に関する業務

国道153号、474号における工事監督、維持管理に関する業務

20

管理第一課

用地課

管理第二課

　当事務所の前身として、昭和２６年４月に天竜川工事事務所木曽国道出張所が設置さ

れ、塩尻
しおじり

市奈良井
な ら い

～木祖
き そ

村薮原
やぶはら

の改良工事に着手しました。その後、昭和３２年に木曽

国道工事事務所を長野県西筑摩
に し ち く ま

郡福島
ふくしま

町に設置し、国道１９号の改築事業に着手しまし

た。昭和４３年に、国道１９号の一次改築工事が完了したことを受け、事務所を現在の

長野県飯田
い い だ

市に移転し、名称を飯田国道工事事務所として、国道１５３号改築事業に着

手しました。平成１５年４月に飯田国道事務所に名称を変更し、現在に至っています。

総務課

課名 担当内容

工事の発注に係る技術提案の審査・評価に関する業務、品質確保・工事検
査等に関する業務

経理課

調査設計課

公共事業用地の取得及び借地に関する事務、地上物件等の移転及び損失補
償に関する事務

道路改築関係の工事に関すること、電気通信・営繕及び建設機械等の整備
に関する業務

事務所総合受付窓口

工事・業務・物品購入・売払等の契約、支払及び歳入に関する事務

　飯田国道事務所は、長野県南部の国道
※
事業を担当しています。当地域は、南北に

北・中央・南アルプスの日本を代表する山脈がそびえ、それらの間に木曽川、天竜川が

流れる自然豊かな地域です。また、急峻
きゅうしゅん

な山あいの木曽谷・遠山
とおやま

谷、田切
た ぎ り

地形に代表さ

れる河岸段丘
かがんだんきゅう

により形成された伊那谷など、谷それぞれの文化・生活圏を形成していま

す。



２．事業区間

○事業区間・管理区間

３．平成２５年度事業費
(百万円)

飯喬道路(4,800)、青崩峠道路(2,439)

桟改良(920)、桜沢改良(90)

伊南バイパス

日義地区交差点改良(144)

贄川視距改良(99)

大桑地区交差点改良(168)

交通安全関係(Ⅰ種)

４７４号三遠南信自動車道

事業費

7,239

改築関係

540

路線名

　　　　〃

　　　　〃

12.6

１９号

１５３号

合計

1,494

－　

83.1

146.8

　当事務所は、長野県南部における国道１９号、１５３号、４７４号の改築、管理を行っ
ています。

153号

　自：岐阜・長野県境

　至：塩尻
し お じ り

市広丘
ひ ろ お か

高出
た か い で 19号

延　長　計

－　

　高規格幹線道路
　三遠南信自動車道

事業延長
（km）

うち管理
延長（km）

51.1

83.1

　権限代行事業

51.1
　自：愛知・長野県境

　至：飯田
い い だ

市鼎
かなえ

　自：長野県上伊那
か み い な

郡飯島
い い じ ま

町本郷
ほ ん ご う

　至：駒ヶ根
こ ま が ね

市赤
あ か

穂
ほ 9.2

適　　用区　　間

1,010

10,283

2

十二兼地区事故対策(99)

平谷地区視距改良（30）

5.9

9,743

　自：飯田
い い だ

市山本
や ま も と

　至：長野県飯田
い い だ

市上村
か み む ら

程野
ほ ど の 28.1

　自：長野県飯田
い い だ

市南信濃
み な み し な の

　至：静岡県浜松
は ま ま つ

市天竜
てんりゅう

区水窪町
みさくぼちょう

177.4

区　分

474号

備　考
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飯田国道事務所 管内図



４．平成２５年度の主な事業

(１) 三遠南信
さんえんなんしん

自動車道(国道４７４号)の整備

①飯喬
いいだか

道路
どうろ

○平成２５年度の事業方針

・

・

・

　飯田山本
い い だ や ま も と

ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ～天龍峡
てんりゅうきょう

ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ間（延長７．２ｋｍ）については、平成２０年

４月に暫定２車線供用済です。

飯田
い い だ

東
ひがし

ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ（仮称）～喬木
た か ぎ

ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ間（延長７．５ｋｍ）において、調査

設計を推進するとともに、一部区間において道路建設工事や橋梁下部工事を実施

します。
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　三遠南信
さんえんなんしん

自動車道は、長野
な が の

県飯田
い い だ

市から静岡
しずおか

県浜松
はままつ

市に至る延長約１００ｋｍの高規

格幹線道路であり、中央道、新東名と連絡し、地域間の連携強化、東三河
ひがしみかわ

・遠州
えんしゅう

・南信
みなみし

州
んしゅう

地域の秩序ある開発、発展を目的として計画された高規格幹線道路です。

　当事務所では、三遠南信
さんえんなんしん

自動車道のうち、飯喬
いいだか

道路、青崩峠
あおくずれとうげ

道路の整備を進めていま

す。

龍江
た つ え

ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ（仮称）～飯田
い い だ

東
ひがし

ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ（仮称）間（延長３．４ｋｍ）におい

て、平成２９年度の完成２車線供用を目指し、道路建設工事や橋梁上下部工事、

埋蔵文化財調査等を実施します。

天龍峡
てんりゅうきょう

ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ～龍江
た つ え

ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ(仮称)間（延長４．０ｋｍ）において、平成

２７年度の完成２車線供用を目指し、道路建設工事や、川路
か わ じ

地区から龍江
た つ え

地区の

橋梁上部工事等を推進します。

３工区（喬木地区）全景上久堅地区の工事状況

龍江地区②の工事状況龍江地区①の工事状況２０号橋の工事状況千代地区の工事状況



②青崩峠
あおくずれとうげ

道路

○平成２５年度の事業方針

・

　青崩峠
あおくずれとうげ

道路は、国道１５２号の通行不能区間の解消とともに、長野
な が の

県南信
なんしん

地域
ち い き

及び静
しず

岡
おか

県北
ほく

遠
えん

地域
ち い き

への高速交通サービスの提供、並びに当該地域の活性化等を目的に計画さ

れた一般国道の自動車専用道路です。
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環境、水文調査を実施するとともに、道路建設工事や橋梁下部工事及びトンネル
工事を推進します。

工事用道路（水窪地区）の工事状況

工事用道路（八重河内地区②）の工事状況工事用道路（八重河内地区①）の工事状況



(２)　国道１５３号伊南
いなん

バイパスの整備

○平成２５年度の事業方針

・

・

上伊那
か み い な

郡飯島
いいじま

町
まち

飯島
いいじま

～上伊那
か み い な

郡飯島
いいじま

町
まち

田切
た ぎ り

間（延長０．８ｋｍ）において、平成

２６年度の暫定２車線供用を目指し、引き続き橋梁上部工事,橋梁床版工事,舗装

工事等を推進します。

上伊那
か み い な

郡飯島
いいじま

町
まち

田切
た ぎり

～駒ヶ根
こ ま が ね

市赤穂
あ か ほ

市場割
い ち ば わ り

間（延長１．８ｋｍ）において、道路

建設工事等を推進します。

　伊南
い な ん

バイパスは、現道１５３号の線形改良、駒ヶ根
こ ま が ね

市及び飯島
いいじま

町
まち

の交通渋滞の緩和及

び新たな市街地形成を担う骨格道路として計画された道路です。

　駒ヶ根
こ ま が ね

市区間については、平成１９年度までに暫定２車線供用済です。

　上伊那
か み い な

郡飯島
いいじま

町
まち

本郷
ほんごう

～上伊那
か み い な

郡飯島
いいじま

町
まち

飯島
いいじま

間（延長２．４ｋｍ）においては、平成

２４年１２月２２日暫定２車線供用済みです。

6

駒ヶ根工区の供用状況田切地区の工事状況

２号橋の工事状況飯島地区の供用状況与田切大橋の供用状況



(３)　国道１９号の整備

①桟
かけはし

改良

○平成２５年度の事業方針

・

　国道１９号桟
かけはし

改良区間において、平成９年に直径３ｍ程度の岩塊が落石防止柵を突き

破って車道上に落下し、２日間の通行止めを余儀なくされました。このように当箇所は

落石の危険性が極めて高く、早期に抜本的な対策が必要であると判断し、対岸へのルー

ト変更を目指し整備を進めています。

　木曽
き そ

郡上松
あげまつ

町
まち

北上条
きたかみじょう

～木曽
き そ

郡木曽町
き そ ま ち

福島
ふくしま

下条
しもじょう

（延長０．７ｋｍ）については、平成

２１年１１月に完成２車線供用済です。

　急峻な地形の中で谷間を縫うように走る国道１９号は、この地域にとって唯一の幹線

道路そして、生活道路として重要な役割を担っています。大型車の迂回路は無く、落石

等の災害、交通事故発生時の通行止めは地域に多大な影響を与えます。このため、災害

に強い道路ネットワークの形成に向けた防災事業を推進しています。

木曽
き そ

郡上松
あげまつ

町
まち

上松
あげまつ

～木曽
き そ

郡上松
あげまつ

町
まち

北上条
きたかみじょう

間（延長２．０ｋｍ）において、平成

２５年度の完成２車線供用を目指し、トンネル工事及び舗装工事を推進します。

7

４号橋の供用状況

トンネル坑口②の工事状況トンネル坑内の工事状況トンネル坑口①の工事状況１号橋の工事状況

落石災害の状況



②桜沢
さくらざわ

改良

○平成２５年度の事業方針

・ 塩尻
しおじり

市大字贄川
にえかわ

～塩尻
しおじり

市大字宗
そう

賀
が

間（延長２．１ｋｍ）において、橋梁下部工事

等を推進します。
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　国道１９号桜沢
さくらざわ

地区では、奈良井
な ら い

川と木曽山脈に挟まれた狭隘な場所を通過してお

り、雪崩や土砂流出による災害が発生しています。このため、安全で快適な道路を目指

し、当地区を迂回するトンネルの整備を進めています。

豪雨災害の状況 雪崩災害の状況

宗賀地区の現況トンネル坑口の現況贄川地区の現況



(４)　道路管理と維持修繕

○平成２５年度の事業方針

・

(５)　交通安全対策

○ 平成２５年度の事業方針

・ 国道１９号木曽
き そ

郡南木曽
な ぎ そ

町
まち

十二兼
じゅうにかね

（十二兼
じゅうにかね

地区事故対策）、木曽
き そ

郡大桑
おおくわ

村
むら

（大桑
おおくわ

地区交差点改良）、木曽
き そ

郡木曽
き そ

町
まち

日義
ひ よ し

（日義
ひ よ し

地区交差点改良）、塩尻
しおじり

市贄川
にえかわ

（贄
にえ

川
かわ

視距改良）、国道１５３号下伊那
し も い な

郡平谷村
ひ ら や む ら

（平谷
ひ ら や

地区視距改良）等において交

通安全対策事業を実施します。

　事故のデータや地域の声から危険な箇所を選定し、地域の方や関係自治体と一緒に

なって、集中的・重点的に交通事故の撲滅に取り組む「長野県事故ゼロプラン」に基づ

き、交差点改良・視距改良・歩道設置・その他交通安全対策の整備を進めています。

　また、平成２４年度には国道沿線の小学校の通学路について、市町村・教育委員会・

地域の方々と協力して合同点検を行い、点検結果を踏まえ安全対策を実施しました。

国道１９号、１５３号及び４７４号の道路施設の点検を確実に行うとともに、橋

梁の補修、耐震補強及びトンネルの補修等を計画的に実施します。
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　皆様に、常に安全・快適にご利用いただくため、日々の維持修繕作業を効率的かつ効

果的に行っています。

　また、国土の骨格となる道路として、地震等の災害時にも物資の輸送路として機能す

るよう、道路施設の補強・補修に取り組んでいます。

橋梁補修 道路維持作業（舗装補修）

車道分離標（ラバーポール）の設置
飯田市内

路側帯のカラー舗装化
平谷村内

＜通学路の安全対策 ＞



５．地域との連携、地域への支援

　国道１９号、１５３号、４７４号において、ボランティアサポートプログラムにより、

地域の皆様とともに道路環境の美化に努めています。

　また、国土交通省においては、ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（緊急災害対策派遣隊）を組織し、

大規模な災害発生時には、被災状況の把握や被災地の応急対策などの支援を行っていま

す。飯田国道事務所では、照明車や災害支援車を配備しており、被災地域に車両を派遣す

るとともに、職員を被災地に派遣して様々な支援を行っています。
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ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ活動状況
（平成２３年 台風１２号被災地 三重県尾鷲市）

道路環境美化活動（国道153号 清掃活動）

道路環境美化活動（国道19号 清掃活動）

道路環境美化活動（国道153号 清掃活動）





飯田国道事務所

〒３９５－００２４　　　　　長野県飯田市東栄町３３５０

TEL:0265-53-7200(代表)　　　　　　　FAX:0265-53-7210(代表)

ホームページアドレス:http://www.cbr.mlit.go.jp/iikoku/

E-mail:iikoku@cbr.mlit.go.jp

飯田維持出張所

〒３９５－０８１４　　　　長野県飯田市八幡町４２７－１

TEL:0265-22-5080(代表)　　　　FAX:0265-53-6805(代表)

木曽維持出張所

〒３９９－６１０１　　　　長野県木曽郡木曽町日義４７７４

TEL:0264-22-3011(代表)　　　　FAX:0264-22-3656(代表)

青崩峠道路建設監督官詰所
〒３９９－１３１１　　　　長野県飯田市南信濃和田２４６４-３

TEL:0260-34-2580　　　　　　　FAX:0260-34-2581

国土交通省中部地方整備局
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